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滋
し
た
時
、
蓮
如
が
足
利
義
簡
に
迫
ら
れ
て
、
加
賀

一
閣
の
門
徒
を
破
門
し
た
如
き
は
是
で
あ
る
。
門
徒

鏡
に
な
っ
た
者
を
赦
発
す
る
を
後
生
御
菟
と
い
っ

た
。
詰
寝
坊
慈
悟
が
本
願
寺
に
反
抗
し
た
時
、
そ
の

黛
奥
で
あ
っ
た
加
賀
寧
人
は
、
蓮
悟
一
示
寂
の
後
に
至

っ
て
後
生
御
発
の
思
典
に
奥
っ
た
。
文
生
命
を
断
つ

こ
と
も
あ
っ
た
。
天

E
=一
年
金
津
御
坊
の
坊
宮
杉
浦

蜜
岐
法
橋
は
悪
逆
の
放
を
以
て
生
害
を
命
ぜ
ら
れ
て

ゐ
る
。
是
等
は
本
願
寺
か
ら
命
ず
る
か
、
叉
は
金
海

御
坊
が
本
願
寺
に
禦
請
し
て
執
行
す
る
か
で
あ
っ

た
。
罪
科
の
韓
徴
で
自
問
刑
に
笛
る
も
の
、
叉
は
農

民
の
財
産
に
関
す
る
判
決
の
如
き
は
、
郡
の
長
で
も

専
決
し
得
た
ゃ
う
で
あ
る
。

ペ
十
一

v
寺
訪
と
直
参
道
揚
l
本
願
寺
が
布
教
す
る
機

関
に
は
寺
坊
と
直
書
道
場
と
あ
っ
た
。
寺
坊
に
毘
す

る
門
徒
は
本
願
寺
に
劃
し
て
階
鹿
の
関
係
を
有
し
、

直
参
道
場
を
有
す
る
も
の
は
直
鹿
の
門
徒
で
あ
る
。

笛
時
寺
坊
は
向
多
く
な
か
っ
た
か
ら
、
土
民
中
務
教

義
を
解
す
る
者
を
母
げ
て
道
場
主
と
し
、
道
場
主
の

法
名
を
穏
へ
て
寺
銃
を
帽
併
せ
ず
、
回
廊
に
し
て
来
箱

を
棄
て
ぬ
者
が
生
じ
た
。
寺
坊
を
有
せ
ぬ
土
民
は
こ

の
道
場
を
寺
坊
代
用
の
穂
奔
揚
叉
は
説
教
場
と
し
た

の
で
あ
る
が
、
後
慌
で
は
直
奉
道
場
も
多
く
寺
坊
を

保
護
者
に
仰
い
で
、
そ
の
出
張
所
の
如
き
観
を
呈
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
門
徒
が
そ
の
寺
訪
所
毘
た
る
と

直
拳
道
場
所
鴎
た
る
と
を
聞
は
ず
、
開
法
安
心
の
機

曾
を
作
ら
ん
が
儒
結
祉
を
な
し
た
も
の
は
之
を
欝
と

い
う
た
。
蓮
如
以
降
能
勢
郡
に
四
諦
と
い
ふ
の
が
あ

っ
た
の
は
、
四
個
の
欝
中
で
あ
ら
う
と
思
は
れ
る
。

ハ
十
一
一
〉
財
政

l
一
向
一
擦
の
中
央
政
府
た
る
本
願
寺

の
E
大
な
る
財
政
を
維
持
す
る
こ
と
は
、
門
徒
に
と

っ
て
重
大
な
る
責
務
で
あ
り
、
門
徒
は
演
は
米
銭
を

、
或
は
土
地
を
寄
進
し
て
そ
の
牧
入
を
潤
調
停
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な
ら
し
め
た
。
本
願
寺
が
寺
領
を
加
賀
に
得
た
こ
と

は
、
亦
蓮
如
の
時
か
ら
初
っ
て
ゐ
る
。
年
貢
を
本
願

寺
に
牧
納
す
る
手
鏑
は
、
金
棒
御
坊
に
於
け
る
職
員

之
に
嘗
h
v
、
秋
牧
は
一
々
之
を
日
泡
に
管
録
し
、
後

に
は
米
鍛
運
搬
の
不
便
を
避
け
、
銭
貨
に
代
へ
て
送

致
し
た
も
の
で
、
天
文
日
記
を
岨
帽
す
れ
ば
明
ら
か

に
そ
れ
が
わ
か
る
。
叉
年
貨
の
外
、
別
に
定
期
・
不
定

期
に
、
門
徒
よ
り
金
銭
全
納
め
る
者
が
少
〈
な
い
。

之
が
徴
牧
の
方
法
は
、
或
は
静
の
周
旋
に
よ
っ
て
都

中
の
志
納
を
集
め
、
或
は
寺
坊
に
於
い
て
椀
徒
の
義

摘
を
募
b
、
直
接
に

-z-P一
本
願
寺
に
濁
し
た
。
故
に

こ
の
場
合
に
、
金
課
御
坊
は
何
等
仲
介
を
し
な
い
。

之
に
封
す
る
謝
意
も
、
亦
法
宇
一
の
直
接
に
表
示
す
る

も
の
で
、
之
が
領
牧
鶴
を
利
用
し
て
宗
義
を
宣
惇
し

た
こ
と
は
、
一
向
宗
濁
特
の
方
法
で
あ
る
。
本
願
寺

に
封
す
る
志
納
の
一
一
純
に
飯
米
と
い
ふ
の
も
あ
る

が
、
こ
れ
は
法
宇
一
の
食
料
を
寄
泌
す
る
窓
味
で
、
叉

銭
貨
に
代
へ
て
送
致
し
た
。
次
に
穂
銭
が
あ
る
。
門

徒
が
本
願
寺
か
ら
或
特
搬
を
奥
へ
ら
れ
叉
は
そ
の
斡

旋
に
よ
っ
て
利
金
を
受
け
た
時
に
捧
げ
る
も
の
で
、

検
質
上
年
賀
叉
は
志
納
と
異
な
る
が
、
本
願
寺
の
攻

入
の
一
た
る
こ
と
は
同
じ
い
。
本
願
寺
は
亦
門
徒
の

自
震
的
喜
捨
に
よ
ら
ず
、
資
金
の
必
要
あ
る
場
合
に
、

勧
進
の
方
法
に
よ
っ
て
求
む
る
こ
と
の
あ
っ
た
こ
と

は
勿
論
で
あ
る
。
例
へ
ば
天
文
元
年
以
降
四
年
に
主

る
聞
に
、
山
料
・
大
坂
の
本
願
寺
以
下
多
〈
焼
亡
段
壊

し
た
か
ら
、
翌
五
年
再
・
建
の
政
用
を
諸
凶
門
徒
に
募

集
し
た
知
き
は
是
で
あ
る
。

へ
十
三
〉
本
願
寺
領
|
加
賀
に
於
け
る
本
願
寺
領
が
、

夙
〈
蓮
如
の
頃
に
初
っ
た
こ
と
は
、
天
文
日
記
天
文

五
年
十
一
周
十
二
日
の
僚
に
も
見
え
る
。
し
か
し
、

世
人
が
一
授
時
代
の
加
賀
が
悉
く
本
願
寺
領
で
あ
っ

た
如
〈
考
へ
る
の
は
甚
だ
し
い
誤
解
で
、
富
樫
氏
の
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誠
亡
に
よ
っ
て
領
主
を
失
っ
た
土
地
は
、
奨
に
農
民

の
自
宇
一
自
管
す
る
所
に
な
っ
た
と
同
時
に
、
上
闘
に

本
家
の
あ
る
土
地
は
依
然
と
し
て
そ
の
領
有
で
あ

り
、
附
し
て
本
願
寺
の
年
貫
徹
牧
纏
を
有
し
た
も
の

は
、
何
等
か
の
理
闘
で
寄
縫
を
受
け
た
土
地
に
止
り
、

自
ら
手
を
下
し
て
掠
奪
し
た
も
の
は
な
か
っ
た
。
是

を
以
て
闘
中
到
る
所
寺
祉
摂
紳
の
班
閑
は
散
在
し
て

ゐ
た
が
、
阪
に
自
己
の
質
カ
を
硲
信
し
た
農
民
は
、

概
ね
そ
の
年
賀
そ
来
泌
に
附
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

悶
っ
て
本
家
は
先
づ
幕
府
に
愁
訴
し
、
幕
府
も
亦
一

授
に
議
し
た
が
、
全
然
効
力
が
な
か
っ
た
か
ら
、
一
彼

等
は
更
に
本
願
寺
に
競
う
て
、
そ
の
本
家
た
る
こ
と

を
確
認
し
た
折
紙
を
得
、
之
青
島
民
に
示
し
て
貫
賦

を
強
ふ
る
方
法
を
案
出
し
た
。
之
に
封
し
て
本
願
寺

が
折
紙
を
緩
行
し
、
袋
行
せ
ん
と
し
、
叉
は
護
行
せ

ざ
る
こ
と
に
随
分
し
た
本
家
領
の
名
問
は
、
天
文
日

イ
包
ザ
ケ

杷
の
附
録
た
る
加
州
本
家
調
付
日
程
に
記
さ
れ
て
ゐ

る
。
き
れ
ば
こ
の
日
記
の
研
究
に
よ
っ
て
、
農
民
が

寅
賦
を
納
る
L
と
納
れ
ざ
る
と
に
拘
ら
ず
、
加
賀
に

本
家
領
の
煎
附
向
多
〈
、
本
願
寺
直
幣
の
地
に
去
っ

て
は
、
十
百
の
一
に
過
ぎ
な
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ

る。ハ
十
四
〉
能
管
と
一
授
!
能
脅
に
は
一
撲
の
勢
力
が
及

ば
な
か
っ
た
。
天
文
日
記
に
も
、
能
町
慢
の
門
末
に
就

い
て
一
も
記
し
て
な
い
の
は
、
守
綾
畠
山
氏
の
勢
力

が
向
闘
中
に
及
び
、
土
民
を
し
て
濫
に
財
物
を
本
願

寺
に
致
さ
し
め
な
か
っ
た
錫
で
あ
ら
う
。
畠
山
氏
が

本
願
寺
と
帆
腿
し
た
形
跡
は
天
文
九
年
に
初
り
、
同

二
十
年
五
刃
十
七
日
に
能
脅
か
ら
坊
舎
建
立
を
申
出

で
た
担
感
が
あ
る
。
坊
舎
は
印
ち
別
院
で
あ
る
。
し

か
し
、
今
に
至
る
ま
で
能
脅
に
別
院
の
な
い
事
か
ら

考
へ
る
と
、
こ
は
本
願
寺
の
意
を
迎
へ
た
ど
け
で
、

質
際
起
工
す
る
に
は
歪
ら
な
か
っ
た
の
だ
ら
う
。

四
八

イ
ツ
コ
ウ
シ
ユ
ウ
ク
イ
ン
一
向
宗
寺
院

y
y
ユ
ウ
ジ
イ

y

員
宗
寺
院
。

イ
ツ
ザ
タ
一
作
米
作
に
准
じ
て
諸
事
一
度
限

り
の
畿
に
用
ひ
た
薦
。
『
盆
中
野
田
御
廟
参
詣
之
俄
、

去
年
者
一
作
之
儀
に
奉
願
怠
穏
仕
候
。
』
の
類
で
あ

る。

-
作
引
兎

イ
ツ
サ
タ
ヒ
キ
メ
ン

引
兎
。イ
ツ
シ
キ
ア
キ
ヒ
サ
-
色
昭
久
沼
郡
榊
源
お
術

門
。
文
化
周
年
七
用
養
父
昌
助
の
越
知
千
五
百
石
を

援
ぎ
、
自
分
知
百
五
十
石
を
併
せ
領
し
た
が
、
十
二

年
十
周
不
行
放
を
以
て
五
百
石
を
減
じ
逼
塞
を
命
ぜ

ら
れ
・
、
交
政
五
年
十
周
更
に
不
行
朕
を
以
て
御
笹
仰

付
け
ら
れ
た
が
、
答
申
不
恨
の
康
に
よ
り
越
中
五
ケ

山
に
流
刑
と
な
っ
た
。
そ
の
嫡
子
源
三
郎
昭
徳
は
天

保
十
年
新
番
御
右
鏡
に
召
出
さ
れ
た
。

イ
ツ
シ
キ
テ
ル
マ
サ
一
色
照
畠
遇
稽
中
.
腕
。

突
は
蜘
臣
努
吉
の
匡
一
色
民
部
大
輔
。
照
昌
初
め
宇

喜
多
秀
家
に
仕
へ
て
一
高
石
を
領
し
た
が
、
隠
長
五

年
来
っ
て
前
田
利
長
に
臣
事
し
、
俸
二
千
石
を
受
け

て
足
縄
顕
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
慶
安
三
年
夜
。
子
孫
慨

世
藩
に
仕
へ
た
が
、
そ
の
嫡
系
は
第
九
代
源
右
衛
門

昭
久
に
至
っ
て
断
絶
し
た
。

イ
ツ
シ
ユ
一
種
肴
一
一
種
類
を
い
ふ
。
高
治
二

年
E
用
の
法
令
に
、
『
歳
暮
御
祝
儀
、
自
分
知
二
高
石

以
上
御
小
袖
一
つ
、
同
一
高
石
以
上
一
荷
一
一
焼
、
間

三
千
石
以
上
御
希
一
一
躍
充
可
上
事
。
』
な
ど
L
あ
る
も

の
是
で
あ
る
。

イ
ツ
シ
ョ
ウ
一
一
抄
金
縛
の
俳
人
。
冬
関
隠
と

帯
し
た
。
一
に
冬
襲
庵
に
作
る
。
文
化
十
二
年
五
周

廿
一
日
夜
。

イ
ツ
セ
ン

蕉
の
来
る
や
、

4
ヒ
キ
メ

y

一
白
熱
金
揮
の
俳
人
。
元
線
二
年
芭

一
泉
を
そ
の
居
訟
玄
庵
に
訪
う
て
、
・ y 


